
JP 2009-533719 A5 2010.4.8

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月8日(2010.4.8)

【公表番号】特表2009-533719(P2009-533719A)
【公表日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-037
【出願番号】特願2009-506511(P2009-506511)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/11     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/039    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ   7/11    ５０１　
   Ｇ０３Ｆ   7/039   　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｇ０３Ｆ   7/00    ５０３　
   Ｇ０３Ｆ   7/40    ５０１　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月22日(2010.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱画像形成後にアルカリ性現像液により現像可能なポジ型の画像形成可能な要素であっ
て、赤外線吸収性化合物と基材とを含み、前記基材上に、順に、
　第１のポリマーバインダーを含む内層；および
　前記第１のポリマーバインダーとは異なる第２のポリマーバインダーを含むインク受容
性の外層；
　を有し、前記第２のポリマーバインダーは、下記構造（Ｉ）または（II）：
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【化１】

（式中、ｎは１～３であり、Ｒs およびＲt は独立に水素又はアルキルもしくはハロ基で
あり、Ｘは多価連結基であり、Ｙはオキシまたは－ＮＲ－（Ｒは水素又はアルキルもしく
はアリール基である）であり、Ｚは一価の有機基である）
により表わされる反復単位を含み、当該反復単位は前記第２のポリマーバインダー中の全
反復単位の少なくとも３％を構成する、ポジ型の画像形成可能な要素。
【請求項２】
　Ｒs およびＲt が独立に水素またはメチル基であり、Ｙがオキシであり、Ｚが－ＣＨ2

ＣＨ2ＮＨＣ（＝Ｏ）－フェニル基であるかまたは炭素原子数１～８のアルキル基である
、請求項１に記載の要素。
【請求項３】
　前記第２のポリマーバインダーが下記の構造（III）：
【化２】

（式中、Ａは、構造（Ｉ）または（II）のいずれかにより定義されるか、あるいは構造（
Ｉ）および（II）の両方により定義され、Ｂは構造（Ｉ）および（II）の両方とは異なる
反復単位を表わし、ｘは３～１５モル％であり、ｙは８５～９７モル％である）
により表わされる、請求項１または２に記載の要素。
【請求項４】
　Ｂが、１または２以上の、（メタ）アクリレート類、（メタ）アクリルアミド類、ビニ
ルエーテル類、ビニルエステル類、ビニルケトン類、オレフィン類、不飽和イミド類、不
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飽和酸無水物類、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカルバゾール、４－ビニルピリジン
、（メタ）アクリロニトリル類、スチレンモノマー類、またはこれらの組み合わせから誘
導された反復単位を表す、請求項３に記載の要素。
【請求項５】
　前記第１のポリマーバインダーが、カルボキシ基を含む（メタ）アクリル樹脂、マレイ
ン酸化ウッドロジン、スチレン－無水マレイン酸コポリマー、（メタ）アクリルアミドポ
リマー、（メタ）アクリロニトリルポリマー、Ｎ－置換環状イミドから誘導されたポリマ
ー、ペンダント環状尿素基を有するポリマー、およびＮ－アルコキシアルキル－メタクリ
ルアミドから誘導されたポリマーである、請求項１～４のいずれか一項に記載の要素。
【請求項６】
　Ａ）請求項１～５のいずれか一項に記載のポジ型の画像形成可能な要素を熱的に画像形
成することにより、画像形成領域と非画像形成領域を有する画像形成済み要素を形成する
工程、
　Ｂ）前記画像形成済み要素にアルカリ性現像液を接触させて、前記画像形成領域のみ除
去する工程、および
　Ｃ）任意選択的に、画像形成され現像された前記要素をベーキングする工程、
を含む画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　９８９ Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒへのコポリマー２の溶解性を、３０ｍｌの当該現像液中で
０．３ｇのコポリマー２を攪拌することにより評価した。コポリマー２は、残渣を残さず
に完全に溶解した。
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